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１．小規模事業者持続化補助金
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小規模事業者持続化補助金

商工会・商工会議所と一体となって経営計画を作成して行う販路開拓等の取組を支援。

申請〆切り：6月13日(金)
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小規模事業者持続化補助金 活用事例

①可食プリンターを利用し、オリジナルクッキーで地
域のPRにも貢献

②海鮮の食べ方を記したHPにリニューアルし、個人客
からの売上増

• 補助金を活用して、バースディケーキやクリスマスケーキな
どにお客様の好きな写真や絵を、可食シートを使って印刷で
きるフードプリンターを購入。

• 子供の写真を載せれる点をＰＲしたところ、クリスマスシー
ズンにはケーキの注文数が増加するなど売上増につながった。
ケーキ以外にも町の風景やご当地キャラクターを印刷したオ
リジナルクッキーも製造し、土産品として販売、町のＰＲに
も貢献している。

(出典)ミラサポplus

• 補助金を活用して、ホームページをリニューアル、商品の食べ方

や調理方法の説明を掲載するなど消費者への販路拡大を図る。

• 独自のクレジット決裁システムを構築し、業務の効率化を図ると

ともにネット販売の利用を促進した。

取組内容

成果

取組内容

成果

• リニューアル後2週間のセッション数

1,237件、平均セッション時間5分と実

績が向上した。

• ネット販売では１日の購入件数、販

売額が増加、新規顧客の購入割合も

増加した。



２．中小企業省力化投資補助金
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一般型
7
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補助対象経費

対象となる経費 経費の内容

機械装置・
システム構築費

①機械・装置、工具・器具の購入、製作、借用に要する経費
②専用ソフトウェア・情報システムの購入・構築、借用に要する経費
③改良又は据付けに要する経費
※必ず１つ以上、単価50万円（税抜）以上の機械装置等の設備投資が必要

運搬費 運搬料、宅配・郵送料等に要する経費

技術導入費（◆） 知的財産権等の導入に要する経費

知的財産権等関係経費（◆） 特許権等の知的財産権等の取得に要する弁理士の手続代行費用等

外注費（◎）
新製品・サービスの開発に必要な加工や設計(デザイン)・検査等の一部を
外注(請負、委託等)する場合の経費

専門家経費（◎） 本事業遂行のために依頼した専門家に支払われる経費

クラウドサービス利用費 クラウドサービスの利用に関する経費

◆：上限額｜補助対象経費総額（税抜）の３分の１ ◎：上限額｜補助対象経費総額（税抜）の２分の１

※補助対象経費（税抜）は、事業に要する経費（税抜）の３分の２以上であることが必要
※「機械装置・システム構築費」以外の経費は、総額500万円（税抜）までが補助上限額

補助対象外経費については、公募要領等で確認できます
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補助上限額と補助率

＊１ 補助金額1,500万円までは１/２または２/３。1,500万円を超える部分は１/３

＊２ 大幅賃上げ特例とは、以下の（１）（２）を満たす事業計画を策定
 （１）給与支給総額の年平均成長率6.0％以上 増加
 （２）事業場内最低賃金が事業実施都道府県における最低賃金＋50円以上の水準

＊３ 最低賃金引上げ特例とは、指定する一定期間において、地域別最低賃金+50円以
 内で雇用している従業員が全従業員数の30%以上いる月が３か月以上あること

従業員数 補助率＊１ 補助上限額

大幅な賃上げ特例＊２

5名以下 中小企業等
１/２

小規模・再生及び
最低賃金引上げの特例＊３

２/３

750万円 1,000万円

６名～20名 1,500万円 2,000万円

21名～50名 3,000万円 4,000万円

51名～100名 5,000万円 6,500万円

101名以上 8,000万円 1億円
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公募受付期間

【第３回公募スケジュール】  

申請受付開始： ８月上旬(予定) 
申請受付締切： ８月下旬(予定)

※公募回は年3～4回を予定しております。
【参考】第1回申請受付締切：3月31日(月)

 第2回申請受付締切：5月30日(金)



カタログ注文型
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補助対象事業

⚫ 人手不足の中小企業などが、省力化製品を対象製品のリス

ト（以下、「製品カタログ」という）から選んで、販売事

業者と共同で導入する事業

詳細については、公募要領等で確認できます

⚫ 中小企業の人手不足解消に効果のある「省力化製品」※を

導入するための補助金

※予め事務局によって登録されているIoT・ロボット等の人手不足解消に効果がある汎用製品
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補助の対象製品はカタログをご参考ください

こちらをクリックすると
製品カタログのページに

切り替わります
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補助率および補助上限額

⚫ 補助率および補助上限額は以下の通りになります。
⚫ なお補助上限額について、大幅な賃上げ※を行う場合は、
表中括弧内の額に引き上げが可能になります。

※大幅な賃上げとは、交付申請時と比較して、補助事業終了時に以下の2点を満たしていることを指します。
①事業場内最低賃金を45円以上増加させること/②給与支給総額を6%以上増加させること
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公募受付期間・共同申請

○令和８年９月末頃までの間で随時受付を行い、
補助事業の申請を受け付けます。

○補助金申請は、製品の販売事業者と共同で事業計画の策定
が必要になり、中小企業等と販売事業者は共同事業体とし
て公募期間内に共に申請受付システムで応募・交付申請を
行います。
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■事業内容
スチームコンベクションオーブンの導入
販売事業者：株式会社フジマック
製品名：コンビオーブン（アイコンビ プロ）

◼省力化効果

パン焼成数が5枚/回⇒ 8枚/回に増加
作業時間37％削減

販売するパンの商品種類が増えることで、新規顧客
数および客単価が向上。

省力化投資補助金（カタログ注文型） 北海道エリアの活用事例

株式会社満寿屋商店 株式会社登別温泉観光ホテル滝乃家

■事業内容
清掃ロボットの導入
販売事業者：アイリスオーヤマ株式会社
製品名：Whiz i アイリスエディション

◼省力化効果
人手で実施していた清掃時間が80分⇒25分に減少、
さらに窓拭き掃除等、これまで同時平行できなかった清
掃ができる。

売店のメンテナンス、事務処理、細かいピンポイント清掃、
不備のチェックなど別のことにも時間がかけられるようにな
る。

帯広市、パン小売業（製造小売）、従業員数197人 登別市、旅館、従業員数89人

※省力化効果は申請時の事業計画書に基づく情報
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カタログ注文型と一般型の違い

カタログ注文型 一般型

簡易で即効性がある
省力化投資

投資内容
オーダーメイド性のある

多様な省力化投資

カタログに掲載された
省力化効果のある汎用製品

補助対象
個別現場の設備や事業内容
に合わせた設備導入・シス

テム構築

最大1,500万円 補助上限 最大1億円



３.中小企業新事業進出補助金
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４.ものづくり補助金
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中小企業・小規模事業者等の生産性向上や持続的な賃上げに向けた新製品・新サービスの開発に
必要な設備投資等を支援

23

ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金（20次締切）

製品・サービス高付加価値化枠 グローバル枠

生産性向上のための投資や
革新的な新製品・新サービス開発

国内の生産性向上のための
海外需要開拓

従業員規模 補助上限額 補助率 補助上限額 補助率

5人以下 750万円
中小企業

1/2

小規模・再生

2/3

3,000万円

中小企業
1/2

小規模
2/3

6～20人 1,000万円

21～50人 1,500万円

51人以上 2,500万円

補助対象
経費

＜共通＞
機械装置・システム構築費（必須）、技術導入費、専門家経費、
運搬費、 クラウドサービス利用費、原材料費、外注費、
知的財産権等関連経費 

＜グローバル枠のみ＞
海外旅費、通訳・翻訳費、広告宣伝・販売促進費

特例要件
⚫ 大幅な賃上げ実施 → 補助上限額 100～1,000万円上乗せ

⚫ 最低賃金の引き上げ実施 → 補助率 2/3に引き上げ

スケジュール

成果事例（サイトにて公開中）

↓ものづくり補助金総合サイトはこちらから↓

グッドプラクティス集バックナンバーもの補成果事例検索

ものづくり補助金総合サイト

成果事例のご紹介



②
④③

申請に必要な基本要件

①付加価値額※の

年平均成長率(CAGR)を3.0%以上増加

①付加価値額の増加 ②賃金の増加

③事業所内最低賃金水準

事業所の最低賃金を事業実施都道府県の最低賃金より

+30円以上アップすること

④従業員の仕事・子育て両立支援
※従業員が21名以上の場合

次世代育成支援対策推進法に規定する

「一般事業主行動計画」の策定・公表を行うこと

※「営業利益＋人件費＋減価償却費」

給与支給総額の年平均成長率
2.0%以上増加
or
1人あたり給与支給総額の年平均成長率を
事業実施都道府県における

最低賃金の直近5年間の年平均成長率以上増加

未
達
成
の
場
合

返
還
義
務
あ
り

未
達
成
の
場
合

返
還
義
務
あ
り

応
募
時
点
で

達
成
す
る
必
要
あ
り
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ものづくり補助金 活用事例

①環境制御システム導入による高糖度ミニトマトの
生産効率向上への挑戦

②オリジナル卵「ゆずたま」の焼き菓子で、販路を拡大 

• 補助金を活用して、自動カーテン、ミスト発生装置、除湿機、
加温機、CO2発生装置、循環ファン等の環境制御システムを
設置した。

• 農業は勘や経験に頼る部分が多いが、環境制御システムを導
入することによって、客観的なデータに基づく管理を実現す
ることが出来た。

• 収穫量や品質が向上したうえ、事業計画書づくりを通じて自
園の強みや特色が明確になり、説得力のあるセールストーク
ができるようになった。

(出典)ミラサポplus 

取組内容

成果

• 焼き菓子の製造能力が低く大量の注文に対応できないことや、一
つ一つの工程に時間かかる等の問題を解決するため、大型ミキ
サー・オーブン・金属探知機・シール機を導入した。

取組内容

成果

• 生産性が高まり、顧客の注文に応じる生産体制が構築でき、新製
品を開発する余力が生まれた。

• 「ゆずたま」の焼き菓子を、生卵の「ゆずたま」と一緒にスー
パーマーケット・百貨店等に販売することで、効率的に売上を増
やした。また今まで取引がなかった菓子問屋へのアプローチや、
有名百貨店のお中元カタログなどへのセット商品の掲載等を行い、
新たな販路開拓をすること出来た。



５.IT導入補助金
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「IT導入補助金2025」の概要（令和6年度補正）

• IT導入補助金は、中小企業・小規模事業者等の労働生産性の向上を目的として、デジタル化
やＤＸ等に向けたITツール（ソフトウェア、サービス等）の導入を支援する補助金。

• 2025事業では、最低賃金引上げへの対応促進に向けて最低賃金近傍の事業者の補助率を

増加。更に、IT活用の定着を促す導入後の”活用支援”の対象化やセキュリティ対策支援を強化。
※赤字は令和６年度補正予算での拡充点

インボイス枠

補助上限

補助率

対象経費

活用
イメージ

通常枠
複数社連携
IT導入枠 電子取引類型

商店街など、複数の中小・
小規模事業者で連携して

ITツール等を導入

(a)インボイス枠対象経費：
同右

(b)消費動向等分析経費：
 50万円×グループ構成員数

(a)+(b）
合わせて3,000万円まで

(c)事務費・専門家費：200万円

セキュリティ
対策推進枠

ITツールを導入して、
業務効率化やDXを推進

ITツール等を導入して、
インボイス制度に対応

発注者主導でITツー
ルを受注者に共有し、
取引先のインボイス

対応を促す

サイバーセキュリティ
対策を進める

ITツール：
１機能：～50万円
２機能以上：～350万円

PC・タブレット等：
～10万円
レジ・券売機等：
～20万円

～350万円 5万円～150万円

(a)インボイス枠対象経費：
同右

(b)・(c)：2/3

～50万円以下：3/4
(小規模事業者：4/5)

50万円～350万円：2/3

ハードウェア購入費：1/2

クラウド利用料
（最大2年分）

サイバーセキュリティ
お助け隊サービス
利用料
（最大2年分）

中小企業：2/3

大企業：1/2

中小企業：1/2
中小企業：1/2

小規模事業者：2/3

最低賃金近傍の事業者：2/3

(3か⽉以上地域別最低賃⾦+50円
以内で雇用している従業員が全従業員
の30％以上であることを示した事業者)

ITツールの業務プロセスが
1～３つまで：
5万円～150万円

4つ以上：
150万円～450万円

ソフトウェア購入費、クラウド利用料（最大2年分）、
導入関連費（保守運用やマニュアル作成等のサポート費用に加えて、

IT活用の定着を促す導入後の”活用支援”も対象化）

ハードウェア購入費

インボイス対応類型

単独申請可能なツールの拡大
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補助スキーム

• 補助⾦申請者（中小企業・小規模事業者等）は、IT導入補助金事務局に登録された

「IT導入支援事業者」（ITツールを提供するベンダー）からのサポートを受けて申請する。

IT導入補助金事務局

• 制度の構築、申請内容の確
認、審査、検査を行う

＜共同事業体＞

IT導入支援事業者
（ITベンダー・サービス事業者等）

• IT導入補助⾦事務局にIT導入支援事業者登録
申請・ITツール登録申請を行う

• 申請者／補助事業者に対してITツールを販売し、
導入・活用のサポートを行う

審査・登録及び
各種指導

審査・補助⾦交付

補助⾦交付申請

・ITツールの購入
・補助⾦申請の相談
・補助事業支援要請
・アフターサポート要請

・ITツールの販売
・補助⾦申請サポート
・補助事業支援
・アフターサポート

IT導入支援事業者登録申請
ITツール登録申請

補助金申請者・補助事業者
(中小企業・小規模事業者等※)

• 補助⾦申請・審査・採択・交付決定を経て、
ITツールの契約・購入を行い、補助⾦を受け取る

※インボイス枠電子取引類型では、大企業も含む。
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「IT導入補助金2025」のスケジュール

中小企業等の補助金交付申請期間

2025年3月31日（月）～

【通常枠・インボイス枠（インボイス対応類型）

インボイス枠（電子取引類型）・セキュリティ対策推進枠】

1次締切：2025年5月12日（月）【終了】

2次締切：2025年6月16日（月）

3次締切：2025年7月18日（金）

【複数社連携IT導入枠】

1次締切：2025年6月16日（月）

※交付申請期間中に複数回の締切を設け、交付決定を行う予定
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IT導入補助金 活用事例

①ITツール導入＋就業規則改定で「働き方改革」に挑戦 ②ITツール×ドローン※で森林調査にかける人員が約8割減

• ITツール導入前は、工事現場勤務者はタイムカード打刻のた
めだけに、本社へ出社していたが、ITツールの活用により、
工事現場での打刻や有休申請を可能にした。

• あわせて、１日→１時間単位で有休を取得できるよう就業規
則を改定。

• 残業時間が3分の1に削減し、有休消化率もアップした。
• 更に勤怠管理業務にかかる時間も2日→1日と半減した。

(出典)IT導入補助金2025HP 

取組内容

成果

• ITツール導入前は、森林調査を実際に歩いて木を1本1本調査し、 
結果を エクセルに入力。作業に多くの人手と時間がかかっていた。

背景

取組内容・成果

• 森林の調査はドローン※で空撮。その結果を点群データ化し、ITツールを
用いて解析・設計できるようになった。

    →森林調査人員が約8割減。調査コストの削減も実現。
• 作業道設計は地形図からITツールの活用に変更。図面上では難しかった
ルート選定を事前に判断できるようになった。

•  従来できなかった土量の推測値を計算できるようになり、作業工程管理
に活用している。

※他の補助金を活用し、ドローンを導入



6.省エネ・非化石転換補助金
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 空調設備をガスヒートポンプエアコンに更新。

 都市ガスの使用量を削減し、省エネ効果を実現。

①A社（札幌市）

＜補助メニュー＞

②B社（千歳市）

 産業用モーター（ポンプ）を更新。

 劣化分の効率回復+最新機種選定によるポンプの効率UPで大
幅な省エネ効果を実現。

＜補助金活用事例＞
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参 考
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中小企業等に向けた省エネルギー診断拡充事業 及び 地域エネルギー利用最適化取組支援事業
参 考
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参 考
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エネルギー利用最適化診断事業・情報提供事業
参 考



7.支援メニューガイドブック

39



7.支援メニューガイドブックについて

※本資料は随時更新し、最新版は
こちらからダウンロード可能です。
https://www.hkd.meti.go.jp/ho

ksr/guidebook/index.htm

• 2025年度予算事業を中心とした、
補助金や税制等について簡潔にま
とめたハンドブックです。

• INDEXには、現在公募中か否か
や、活用できる分野等が記載され
ております。

40

https://www.hkd.meti.go.jp/hoksr/guidebook/index.htm
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